
令和７年度プラスチック資源循環に関する
先進的社会実装モデル形成支援事業の結果について

令和８年４月

環境省 環境再生・資源循環局
資源循環課 容器包装・プラスチック資源循環室



1事業の概要

⚫ 国内におけるプラスチックの資源循環を一層促進する重要性が高まっており、政府では「プラスチック資源循環戦略（令和元年５月）」を策定
し、同戦略内の重点戦略達成に向け「2030年までにワンウェイプラスチックを累積25％排出抑制」、「2025年までにリユース・リサイクル可
能なデザインに」、「2030年までに容器包装の６割をリユース・リサイクル」、「2035年までに使用済プラスチックを100％リユース・リサ
イクル等により、有効利用」、「2030年までに再生利用を倍増」、「2030年までにバイオマスプラスチックを約200万トン導入」の６つの野
心的なマイルストーンを掲げている。

⚫ そのような中で、プラスチックに係る資源循環の促進等を図るため、「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」（令和３年法律第
60号）が成立し、令和４年４月に施行された。同法は、あらゆる主体におけるプラスチック資源循環等の取組（3R+Renewable）を促進し、
循環経済への移行を進めるものとしており、①プラスチック廃棄物の排出の抑制、再資源化に資する環境配慮設計、②ワンウェイプラスチック
の使用の合理化（リデュース）、③プラスチック廃棄物の分別収集、自主回収、再資源化の措置を実施する必要がある。

⚫ このような背景を踏まえ、企業や自治体等による資源循環促進の取組のうち、プラスチックの資源循環の促進に資する取組を支援することを目
的とし、本事業を実施した。

⚫ 対象としたのは、プラスチック資源循環の社会実装に至る前の段階にある、仕組みや技術が一定程度確立された、プラスチック資源循環に資す
る取組に関する実証等（モデル事業）である。令和６年度までは類型及び要件を限定し、市区町村等によるプラスチック使用製品廃棄物の分別
収集・リサイクルに係る取組を対象としていたが、本年度は、企業や自治体等によるモデル事業を広く公募し、８事業を採択した。

対象事業の例

・ワンウェイプラスチックの効果的な排出抑制や環境配慮設計製品の拡大
・市民や事業者からのプラスチック使用製品廃棄物の回収量の拡大
・効率的な収集運搬等によるリサイクルコストの低減
・排出事業者・リサイクル事業者・再生プラスチック利用事業者によるリサイクルから再生プラスチック利用に至るまでのマッチング
・再生材・バイオプラ用途拡大に向けたサプライチェーン構築 など

公募の対象
プラスチック資源循環の社会実装に至る前の段階にある、仕組みや技術が一定程度確立された、プラスチック資源循環に資する取組を実
施している企業、地方公共団体、NPO、団体、個人など幅広い主体

実施期間
公募期間：令和7年4月15日～令和7年5月19日
事業実施期間：～令和8年2月27日



2評価基準

⚫ 提案資料の内容を「事業内容、実施方法」「事業の特色」「実施体制、ス
ケジュール」の３つの視点から評価した。

⚫ 本事業の目的は、社会実装手前の取組を支援し、他の地域・事業への水平
展開に役立てられる成果を整理・公表することである。そのため、事業の
特色として「波及性」「実現可能性」「経済性」を重視した。

⚫ また、代表・共同実施者が自発的に関与し、実施者間において明確な連携
方法を計画していることも重視し、「実施主体のエンゲージメント」を評
価基準に追加した。

⚫ 書類審査及び採点はプラスチック資源循環に関する有識者３名によって行
われ、環境省内部での協議も踏まえて、採択者が決定された。

採択者名（代表事業者） 共同実施事業者

東京都荒川区
有限会社広沢プラスチック工業、エム・エム・プラスチック株
式会社

宮城県仙台市 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

テラレムグループ株式会社
センコー商事株式会社、株式会社市川環境エンジニアリング、
エム・エム・プラスチック株式会社、豊通ケミプラス株式会社

ヤマト運輸株式会社 株式会社セブン―イレブン・ジャパン

株式会社みずほフィナン
シャルグループ

三井化学株式会社、東京建物株式会社

鹿島建設株式会社
株式会社竹中工務店、日本通運株式会社、株式会社リファイン
バースグループ、株式会社あおぞら、三菱ケミカル株式会社

株式会社資生堂 －

長崎県壱岐市 横河ソリューションサービス株式会社



3各モデル事業の概要

代表事業者名 事業名 事業の概要

東京都荒川区 プラスチックの区内循環利用（地捨地消）
荒川区が回収したプラスチックごみを選別・再資源化し、再生プラスチック使用製品を積極的に活用す
ることで、再生プラスチック製品に対する区民の社会的理解を促進し、プラスチック回収量の増加やプ
ラスチックの処理費用軽減を図る。

宮城県仙台市 プラスチック製粗大ごみのポテンシャル等調査
プラスチック製粗大ごみを２つの異なるルートで回収し、回収ルート別の排出量調査、組成調査及び年
間排出量の推計を通じて、経済性・CO₂削減効果等を検証し、収集・運搬方法の決定、再商品化製品の
高付加価値化の達成につなげる。

テラレムグルー
プ株式会社

CicroMate（サイクロメイト）
・アパレル業界における資源循環プラット
フォーム
・アパレル業界における動静脈一体物流を活用
した廃プラスチック資源循環事業

アパレル業界で使用・排出される廃プラスチック類について、分別支援、輸送の効率化及び回収した廃
プラスチック類の水平リサイクルを行い、プラスチックの再資源化量の増加及びCO₂排出量の削減効果
等を検証し、アパレル業界の資源循環プラットフォームを構築する。

ヤマト運輸株式
会社

宅急便ネットワークEV集配車を活用した使用
済みペットボトル輸送効率化によるコスト削
減・CO2排出量削減事業

コンビニエンスストア店頭から回収する使用済みペットボトルの輸送に、宅急便の既存ルート便を活用
し、輸送に伴うCO₂排出量の削減効果及びペットボトルの再資源化量の向上等を検証、環境負荷低減と
経済性のデカップリングとして有意なモデルであることを確認し、全国への取組み展開につなげる。

株式会社みずほ
フィナンシャル
グループ

オフィスビルのゼロウェイスト推進
大規模オフィスビル内カフェでリユースカップを導入し、使い捨てカップからリユースカップへ切換え
ることによるごみ排出量及びCO₂排出量の削減効果、運用に伴う価格・返却方法・PR方法等が利用率
や回収率に及ぼす影響を検証し、効果的な運用方法を確立する。

鹿島建設株式会
社

建設現場から排出される廃プラのケミカルリサ
イクル実証事業

建設工事現場から排出される廃プラスチック類を選別・回収し、油化設備にてケミカルリサイクルを行
い、プラスチックの再資源化量の向上、CO₂排出量及び運用に伴う課題等を検証し、業界全体への水平
展開へ向けてサプライチェーンの構築を行う。

株式会社資生堂
BeauRing （使用済みプラスチック化粧品容器
の収集・再資源化事業）

消費者から使用済みプラスチック製化粧品容器を事前分別・洗浄不要で店頭回収し、化学的な処理によ
り再資源化を行い、化粧品容器の水平リサイクルを行う。

長崎県壱岐市
マイクロ波技術活用による廃プラスチック小型
分散型リサイクルシステム実証事業

プラスチックごみをマイクロ波を用いた小型油化装置で化学的に分解し、その再資源化量や必要な追加
処理等を検証し、離島における資源循環を目指す。





5各モデル事業の実証対象分野のポテンシャル、将来的な水平展開への期待

代表事業者名 実証対象 実証対象分野のポテンシャル 将来的な水平展開への期待

東京都荒川区 製品プラスチック 製品プラ賦存量：324.2千トン/年*1

市民から回収した製品プラスチック由来の再生材を100％使用して高
度な製品を製造し、同一地域内で循環することで、再生材の用途拡大に
加え、地域経済の活性化や、住民の意識変化・行動変容が促進される。

宮城県仙台市
プラスチック製粗大ごみ
（衣装ケース等）

プラスチック製粗大ごみ排出量：29.7
千トン/年*2

プラスチック製粗大ごみを効率的に収集・リサイクルできる仕組みが
確立されることで、他の地域でも高品質な再生樹脂を製造することが可
能となり、X to Carをはじめとする動静脈連携が拡大する。

テラレムグループ
株式会社

アパレル資材としての廃プ
ラスチック

アパレル資材としてのカバーや緩衝材使
用量：71千トン/年*3

PCR材からのハンガーカバー製造を契機に、PCR材の利用技術が向上
するとともに、アパレル資材全体において水平リサイクルが進むことで
業界全体として資源循環が推進される。

ヤマト運輸株式会社
店頭回収した廃ペットボト
ル

市町村ペットボトル回収量：313千トン
/年、事業系ペットボトル回収量286千
トン/年*4

廃ペットボトルを契機に様々な資源物の混載輸送が可能となり、物流
のドライバー不足に対応し、また物流コストが削減された効率的かつ環
境負荷の低い輸送スキームが拡大する。

株式会社みずほフィ
ナンシャルグループ

オフィスビル内カフェの
カップリユース

東京都区内の事務所や店舗、百貨店等の
オフィス系廃プラ発生量：30.0千トン/
年*5

リユースカップの取組を契機にオフィス利用者及び企業の意識変化や
行動変容が発生し、オフィス系プラスチックごみ全体の削減が誘発され
ることで、オフィス街全体の資源循環が拡大する。

鹿島建設株式会社
建設系廃プラスチック（新
築工事）

新築工事の建設系廃プラ発生量：268.8
千トン*6

新築工事で発生する建設系廃プラスチックにおいて、油化をはじめと
する資源循環が可能となることで、廃プラスチックに占める割合が高く、
また現状リサイクル率が低い建設系廃プラスチックのリサイクルが拡大
する。

株式会社資生堂
店頭回収したプラスチック
製化粧品容器

化粧品容器のプラスチック使用量(洗顔
料、化粧水、整髪料等)：8.1千トン*7

内部洗浄が難しい化粧品容器の水平リサイクルが可能となり、店頭回
収による消費者への訴求性拡大の手法確立も含めて、他の容器包装プラ
スチックにおいてもメーカー主導の水平リサイクルが拡大する。

長崎県壱岐市
海岸漂着ごみ、農業系プラ
スチックごみ

自然物を含む海岸漂着ごみ回収量：
27.6千トン/年*8

農業系プラスチック：87.1千トン/年*9

離島地域での海岸漂着ごみや農業系プラスチックごみの有効利用方法
として油化による資源化が確立されることで、広域化・集約化が難しい
地域におけるエネルギー自立型のリサイクル手法が拡大する。

*1 環境省「プラスチック資源循環に関する一括回収等への移行に向けた市区町村向け手引き（第２版）」より容器包装プラを70％、製品プラを30％と仮定し、
容器包装プラスチックの分別収集量756,479トン（環境省「令和５年度容器包装リサイクル法に基づく市町村の分別収集等の実績について」）との比率から算出

*2 今回の仙台市実証結果より年間262.9トンとし、人口ベースで日本全国へ拡大推計して算出（仙台市109万人、日本全国1億2319万人）
*3 ハンガーカバーや緩衝材使用量を1点当たり20gと仮定、衣類供給点数を35.5億点（経済産業省「繊維産地におけるサプライチェーン強靭化に向けた対応について」）として算出
*4 「PETボトル回収量（従来指標）の推移（PETボトルリサイクル推進協議会、2024年度）」より引用

*5 「東京版オフィスプラ等の新たな資源循環モデル報告書（エム・エム・プラスチック株式会社、2023年2月16日）」より引用
*6 「令和4年度建設廃棄物の再資源化に関する調査・検討業務報告書（株式会社リーテム、令和5年3月）」表2.9.2より引用
*7 「化粧品業界における容器包装プラスチック使用量（2023年度）について（日本化粧品工業会、2025年5月9日）」より引用
*8 「令和6年度海洋ごみの実態把握及び効率的な回収に関する総合検討業務（日本エヌ・ユー・エス株式会社、令和5年3月）」表Ⅱ-13(7)より引用
*9 「園芸分野から排出されるプラスチックをめぐる情勢（農林水産省、令和6年5月）」より引用



6

プラスチックの区内循環利用（地捨地消）

代表事業者：東京都荒川区

（共同実施事業者：有限会社広沢プラスチック工業、エム・エム・プラスチック株式会社）













































28

プラスチック製粗大ごみのポテンシャル等調査

代表事業者：宮城県仙台市

（共同実施事業者：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社）























































55

CicroMate（サイクロメイト）
• アパレル業界における資源循環プラットフォーム
• アパレル業界における動静脈一体物流を活用した

廃プラスチック資源循環事業

代表事業者：テラレムグループ株式会社

（共同実施事業者：センコー商事株式会社、株式会社市川環境エンジニアリング、
エム・エム・プラスチック株式会社、豊通ケミプラス株式会社）
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宅急便ネットワークEV集配車を活用した
使用済みペットボトル輸送効率化による

コスト削減・CO2排出量削減事業

代表事業者：ヤマト運輸株式会社

（共同実施事業者：株式会社セブン―イレブン・ジャパン）

























86

オフィスビルのゼロウェイスト推進

代表事業者：株式会社みずほフィナンシャルグループ

（共同実施事業者：三井化学株式会社、東京建物株式会社）















































109

建設現場から排出される廃プラの
ケミカルリサイクル実証事業

代表事業者：鹿島建設株式会社

（共同実施事業者：株式会社竹中工務店、日本通運株式会社、
株式会社リファインバースグループ、株式会社あおぞら、

三菱ケミカル株式会社）
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BeauRing
（使用済みプラスチック化粧品容器の

収集・再資源化事業）

代表事業者：株式会社資生堂
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マイクロ波技術活用による廃プラスチック
小型分散型リサイクルシステム実証事業

代表事業者：長崎県壱岐市

（共同実施事業者：横河ソリューションサービス株式会社）




































